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ハエ類の採集方法に関する研究

第4報着色金網トラップの効果について*

長崎大学風土病研究所衛生動物学研究室(主任　大森南三郎教授〕
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Studies of the Methods of Collecting Flies. 4, On the effect of colored cage trap. Shige-

hisa ORI, Masaru SHIMOGAMAand Yoshiyuki TAKATSUKI. Department of Medical Zoology,
Research Institute of Endemics, Nagasaki University (Director : Prof, N, OMORI) and

Nagasaki City Health Center (Head :Dr. S. ORI)

緒　　　　呂

吾々は--甑の採集方法に関して一連の研究を行な

っているが,今回は着色した金網トラップの採集効果

に｢いて実験した結果を報告する｡

本報告を出すに当り,研究の拒導と原稿の校閲を賜

わった恩師大森南三郎教授に心から感謝の意を表する.

嚢験方法及び場所

本実験に使用したトラップは直径24cmの木製円

型板の上に16メッシュの鉄線金網で作った大小2個

の半円球寵を取り付けたもので,木製板は高さ3cm

の3個の脚をもち,中央に径8,5cmの穴があけてあ

る.内側の小龍の上端部には6個の小倒ロート状(荏

2cm,高さ3cm-先端の径0.8cm〕が外方に出てい

る｡餌は採集目の前日に用意した魚肉(主としてェソ

の臓物及び頭) 150gを,直径9.5cm,探さ1.3cm

のシャーレに入れて木製仮の下に置いた.餌に誘引さ

れた--は木製板の穴から小龍内に入り,小倒ロ-ト

め-先端から大寵と小龍の空間中に集まる.空間内に描

捉された--は外側をビニ-ルで覆い電熱器にかけて

殺し,空間内の仮にその日的で作られている小穴から

取り出tLて種類と数を調べた.このような,同質,同

型のトラップを5個用意し,乱黄,蘇,赤及び黒の

5種のラッカーを寵を取り付けた木製板及び内外の金

網寵に余すところなく吹き付けたものを使用して-エ

の採集を行なった.

実験は,長崎市の中央地区にある中央保健所の中庭
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に, 0,22mxl.5m,高さ1,2m　の机を南北に長く置

喜,その机の上に6cm間隔で5個のトラップが一直

線に並ぶように位置を決め,この5つの足場所上を5

個しの着色トラップが5日間に一巡するように実験を計

画した｡第1回の実験は1958年の7月21日-30日,節

2回は同年の8月22日-2日日,第3回ほ1959年の7月

6日-23日,第4回は同年の11月10日-30日の間に晴

天の5日を選んで,午前7時から午後ブ時まで採集を

行なった.この実験場所は東南を保健所の建物で,北

西を高さ2mのブロック塀及び人家によって囲まれ

ているが,南方はやや開けている.風はあまり当らず

午前中と午後5時頃からは建物の蔭となる.

実　　験　　戒　　律

実験番号,実験期間,実験期間中の平均気温及び実

験を行なった5日の平均外気温は第1表に示す通りで

ある.

5個の着色トラップで5日間に5つの定位置で採集

された--斂p)合計数を第2表に示した｡本義の表わ

し方について説明すると例えば,実験第Ⅰでは,場所

Ⅰに,自(W),黄(y),揺(G),赤(R〕及び黒

(B〕の5個のトラップが第1日批･--及び第5日(5)

の5日間に1回ずつ配置された時の採集数がそれぞれ

286, 224, -.-及び327,計1,163であったことを示

す.

このようにして得た採集数を場所毎,着色トラップ

毎,採集日毎にまとめて分散分析法により各要因間の
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Fig. 1 Comparison of the mean numbers of

flies collected bv colored cage traps with

bait in 5 days at 5 successive places
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traps at successiveTable 2　Number of免ies collected by colored

5 places in 5 days
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The軸ures in parentheses show the date on which indicated number of flies were trapped
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有意差の検定を行なった･然しここでは,日による文

ほ場所による有意性の吟味は省略して,着色トラップ

問に於ける採集数の差の有意性の検定結果について述

べることにする･その結果は第1囲に示した通りであ

るが,各着色トラップの色を表わす頭文字の下に,そ

のトラップで5つの場所で採集された--数の平均値

を数字で示し,平均値に有意差のある場合ほ実線で,

有意差のない場合には点線で連結した.

この図をみると,黒及び赤と自及び黄との間には一

般的に有意差があって,黒,赤等の暗い色に多く集ま

るq　ところが, 11月に行なった実験Ⅳでは崇及び赤で

の採集数は黄及び自でのものよりも有意的に少ないこ

とがわかる･

このように各回の実験に於て,各着色トラップ間に

は採集数に有意的な差のあること,及び一般には黒一

蘇/種統のものが自一哉系統のものより採集数が多いが,

第Ⅳの実験だけではこの関係が全く反対になっている

ことがわかる･

それらの意味を吟味していく前に,各実験毎の-ユ

群集の構造を解析しておく必要があるので,相関係数

法によって群集構造を比較図示すると第2囲のように

なる.

実験J･ u及びⅣでは各着色トラップで5日間に5

つの場所で採集された--群集の構造は極めて近似し

ていて各群集問の相関係数は大体o.9以上である.即

Fi臥2　Comparison of the structure of恥
traps of different coloration, showing

231

ち着色トラップ間の採集数の差ほ,或る種類が或る特

定な色のトラップに偏好的又は忌避的に集まるのでは

なく,それぞれの種類は比例的に或る色のトラップへ

多く又は少なく集まることを示している･ところが,

実験Ⅲでほ崇と赤での群集構造と,乱黄及び線のも

のとはそれぞれ近似しているが,前者群と後者群とは

対照的な関係にある,即ちこの場合には--の種類に

よって多少偏好的な集まり方をしていると考えられる

がこれほ,第3塞からわかるように第Ⅲ実験で最優占

種であるヒロズキンバエの黒及び赤トラップでの採集

数がl癩対数ほ多いが,自,黄トラップに於けるよりも

著しく低率であることと,ヒツジキンJl-が黒及び赤

で比較的高率であることによるのである.然し,それ

にしても実験Ⅲでの各着色トラップ間の相関係数は

0･8以｣とであるから,この場合にも大体に於てほ各トラ

ップ間の採集数の多寡ほ--の或る種類の著しい偏好

によるのではなく,各種類の比例的な増減によるもの

と考えてもよい.

そこで前にさかのぽって,各着色トラップに集まる

--数に大小のあることの意味について吟味をしてみ

る･実験Ⅰ, Ⅱ及びⅢでは黒,赤ば有意的に多く,

緑は中間であって,自,黄に少ない｡この意味は,(1)

これらのトラップで採集できる--類が何れの種類も

黒又は赤をより好んで集まることによるのか, (2)

誘引されるのは明るさに関係があって,暗い色調のと

associations collected by

丘ve series of correlation

coe庁icients obtained by the reciprocal

associations in each experiment
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ころへ多く集まり明るいト

ラップを避けることによる

のか, 〔3〕或はトラップ

からの反射光を選択して実

験Ⅰ, Ⅱ及びⅢでは反射光

の少ないところへ多く集ま

り,強く反射光を出すとこ

ろを避けることによるのか,

と考えられる.

吾々の実験の主目的は,

--在採集する場合に如何

なる色のトラップを使用す

る時に採集能率が最もよい

かという実験的な効果を知

ることにあったのであり,

今これだけの実験結果から,

その生理的原因磯制につい

て究明することば困難なこ

とである･然し,ここで-
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応の見解を待つために,以上の考え方を実択Ⅳにあて

はめて,比較考察するのに便利なように,第3表に示

した各実験毎の各種--類の中から採集数の多い7種

を選び,種類毎,実験毎に各着色トラップでの採集数

を線分の高さで図示すると第3図のようになる･

この固から実験I, B, fflとlい/｣を比較すると,前

者群でほ多くの種類が自-黄系統に少なく,赤-盟,種

統に多いのであるが,後者では逆に自一黄に著しく多

い･これは巽駅Ⅳに於ける最優占種であるオオグロJl

-が自-黄に著しく多いことが主因であるとはいえ,

極めて興味があり,注意すべきことば,最優占種に次

ぐオビキンバ-,ミド1)キソJl-,ヒロズキンバエ等

ち,前者群の場合とは反対に白p　黄のトラップで多く

抹集されていることである申　更にそれ以外の小数種も

明確ではないが同様の憤向にあるようにみえる■

実験Ⅳが,他の実験(喜,韮, i〕と著しく異なる

ことば採集期間中(及び採集日〕の平均気温が著しく

低いことである,即ち気温の低下によって着色トラッ

プの採集効果が逆に現われたのである･従って, --

が色そのものを遮好すると考えるよりは,明瞭乃至は

反射光を選好することによると考える方が妥当ではな

いかと考えられる.明暗と反射光の強弱とは直射的な

つながりがあるものと考えられるのであるが,高温時

には反射光の出ない暗いトラップに多く集まり,反射

光を多発する明るい色のトラップを避け,低温時には

逆に反射光の強い明るい色のl､ラップに多く集まる傾

向にあるものと解釈すべきではなかろうか･然し,

--類の色に対する生理的反応を究明していくことば

困難な問題であるので,正確な結論を得るには今後尚

慎重な計画の下に実験が展開されなければならないこ

とば勿論である｡

摘　　　　要

1)ハエ類の採集方法に関する研究の一環として,

着色トラップによる効果を知るために,白,黄,緑,

赤及び黒に着色された5個の魚肉金網トラップを使用

して,1958年7月21日～30日,8月22日～28日及び

1959年7月6日～23日,11月10日～30日の4回に亘り

それぞれ晴天の5日間を選んで,5個のトラップが5

日間に野外の机上に決められた5つの定場所を一巡す

るように計画して長崎市中央保健所の中庭で採集を行

なった.

2)各着色トラップで,5日間に5つの場所で採集

されたハエ数の差を,分散分析法によって有意性を検

定した結果,7,8月に行なった実験I,II及びIIIで

は黒や赤では白や黄のトラップでよりも有意的に多く

採集されるが,11月に行なった実験IVでは逆に黒や赤

では有意的に少ないことがわかった.

3)各実験毎に,各着色トラップで採集されたハエ

群集の構造を相関係数法により吟味してみると,各群

集間の相関係数は高く,4回の実験を通じて,異なっ

た色のトラップで採れるハエ数に有意的な差のあるこ

とは,或る特定な種類が或る特定な色のトラップに偏

好的又は忌避的に集まることによるのではなく,それ

ぞれの種類は原則的にはほぼ比例的に多く或は少なく

集まることによるものと考えられる。

4)高温時に行なった実験群(I, II,III)では黒

や赤に着色されたトラップで多く採集でき, 11月の低

温時に行なった実験IVでは逆にこれらの黒や赤色のト

ラップで有意的に少なかった原因について,一応吾々

の見解を述べると,高温時には反射光をあまり出さな

い暗い色のトラップに多く集まり,反射光を多発する

明るい色のトラップを避け,低温時には逆に前者を避

け後者に多く集まつたものと考えられる。
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Summary

 As a continuation of the studies on the methods of collecting flies, a set of

experiments to examine the effect of colored traps were projected. Five traps of

the same size and quality, colored by white (W), yellow (Y), green (G), red (R),

and black (B) lacquer were prepared. These five colored traps were set on the

five fixed places in a line on a table in the middle yard of Nagasaki City Health

Center. Each of five traps was set only once on each place in five days, that is,

each colored trap was made a round on five places in five days. Under the

trap fish bait of about 150g and of one day old was put in and the collection of

flies was made on five fine days during a period shown in Table 1.

 The numbers of flies collected by traps of different coloration in each experi-

ment were shown in Table 2. The results of significancy test between any two

mean numbers of flies collected were illustrated in Fig. 2. The comparison of the

structure of fly associations collected by different colored traps were demonstrated

in Fig. 3. The number of flies of each fly species collected by the traps was given

in Table 3. The comparison of the number of flies of seven dominant species was

made in Fig. 4.
  From these tables and figures, the general results of the experiments are sum-

marized as under.
 1) Significant differences exist among the mean numbers of flies collected

by traps of different coloration in every experiment. That is, in experiments I,

II, and III which were made under high temperature conditions, the numbers colle-

cted by R or B traps were significantly larger than those by W or Y ones, while,

only in experiment IV which was done under low temperature condition, those

collected by W or Y traps were larger than those by R or B ones.

 2) The structure of fly associations obtained by the traps of different colora-

tion can be said to be nearly similar in every experiment, because the correlation

coefficients between any two associations are 0.8 and above even in experiment III.

The above shows that the collection of greater number of flies by the trap of a

certain coloration is not attributed to the special partiality of some fly species for

that colored trap but to the partiality of every species for that trap.
  3) It seems that, in hot season flies are attracted to dark colored traps or

 traps emanating minor reflected light and repelled from light colored traps or those
radiating strong reflected one, while, under low temperature condition they alracted

inversely to the traps radiating strong light and not attracted to those doing minor

one.
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